
HOWS講師一覧
〈文化･芸術･思想〉
秋葉　裕一（早稲田大学教授・ブレヒト研究者）
浅野　健一（ジャーナリスト・元同志社大学教授）
渥美　　博（編集者）
雨宮　処凛（作家）
天羽　憲治（

日本音楽協議会元事務局長　　
全逓全国音楽協議会元事務局長）

荒井　晴彦（脚本家・映画監督）
荒川　源吾
粟津　ケン

（歌人、元古河雨竜労組文学サークル）
（デザイナー）

石川　逸子（詩人）
石橋　正孝（文芸評論家）
井土　紀州（脚本家・映画監督）
井野　茂雄（文化活動家）
井野　博満（金属材料学･原子力問題･環境問題）
井上　　修（ビデオクリエイター）
今中　哲二（京都大学原子炉実験所助教）
梅田　正己（高文研・前代表、書籍編集者、歴史研究者）
太田　　雄（ジャーナリスト）
大西　赤人（作家）
岡本　有佳（編集者）
小沢　信男（作家）
及部　克人（武蔵野美大名誉教授・デザイン）
金山　明子（画家）
金山　政紀（画家）
鎌田　哲哉（『重力』編集会議）
木村　文洋（映画監督）
金　哲　央（国際高麗学会理事、哲学博士）
熊本　一規（明治学院大学教授）
楜沢　　健（文芸評論家）
粉川　哲夫（メディア論）
小松　厚子（編集者・群読）
斎藤　貴男（評論家・ルポライター）
笹木　繁男（美術ドキュメンタリスト）
笹山　久三（作家･元郵政労働者）
清水　　勲（漫画・諷刺画史研究家）
白井　佳夫（映画評論家）
絓　　秀実（文芸評論家）
菅井　益郎（国学院大学教授･市民エネルギー研究所）
関谷　興仁（陶板作家、〈益子〉朝露館館長）
徐　京　植（作家）
高橋　哲哉（東京大学教授･哲学）
田代　ゆき（出版労働者）
立野　正裕（元明治大学教員･英文学）
谷口源太郎（スポーツジャーナリスト）
槌田　　敦（物理学者･核開発に反対する会代表）
土屋トカチ（ビデオ制作者）
中西新太郎（

横浜市立大学名誉教
授・関東学院大学教授）

中野　敏男（東京外国語大学名誉教授）
な　す　び（

被ばく労働を考えるネット
ワーク山谷労働者福祉会館）

西垣　泰子（明星大学名誉教授･デザイン）
朴　英　二（『蒼のシンフォニー』監督）
長谷川　宏（哲学者・ヘーゲル研究）
羽仁　　進（映画監督）
羽根　次郎（明治大学教員／中国近現代史・現代中国論）
樋口　健二（報道写真家）
日暮　　聖（元法政大学教授・国文学）
日夏　露彦（美術評論家）
卞　宰　洙（

元朝鮮大学校教
授・ロシア文学研究）

平松　利昭（画家）
古川　美佳（韓国美術・文化研究）
古田　　武（文化活動家）
丸川　哲史（明治大学教員）
三宅　晶子（千葉大教員･ドイツ文化論）

矢ヶ崎克馬（琉球大学名誉教授）
八木　啓代（歌手・作家・プロデューサー）
安川寿之輔（名古屋大学名誉教授）
安田　浩一（ノンフィクションライター）
柳田　　真（たんぽぽ舎）
矢野　静明（画家）
山口　直孝（二松学舎大学教員）
山口　正紀（ジャーナリスト）
山崎　久隆（たんぽぽ舎）
吉留　　要（画家）
乱　鬼　龍（文化活動家）
李　英　哲（朝鮮大学校教員）

〈政治･経済･労働〉
青木　秀樹（弁護士）
浅井　春夫（立教大学名誉教授）
浅井　基文（国際問題研究者）
朝生　　進（全農林労働組合分会役員）
新垣　　毅（『琉球新報』記者）
新崎　盛吾（元新聞労連委員長）
李　泳　采（恵泉女学園大学教員）
飯島　滋明（

名古屋学院大学教授・戦争をさせない
1000人委員会事務局次長　　　　　　）

飯塚　　勇（全厚生労働組合前執行委員長）
井口　秀作（愛媛大学教授）
池田　　実（福島原発元作業員）
池宮城紀夫（弁護士）
石橋　　学（『神奈川新聞』記者）
板垣　雄三（東京大学名誉教授）
伊藤　彰信（元全港湾委員長）
伊藤　拓也（学校事務職員労働組合神奈川）
岩下　雅裕
岩田　昌征

（
福島原発事故緊急会議電力総連
申し入れプロジェクト　　　）

（千葉大学名誉教授）
上杉　　聰（日本の戦争責任資料センター事務局長）
上杉　　忍（横浜市立大学名誉教授）
植村　　隆（

韓国カトリック大学客員教授
元『朝日新聞』記者　　　）

内田　妙子（ＪＡＬ不当解雇撤回裁判原告団長）
内田　　浩（元出版労連書記次長）
内田　雅敏（

弁護士／　　　　　　　　　　　　　
戦争をさせない1000人委員会事務局長）

江刺　昭子（ノンフィクションライター女性史研究家）
遠藤　一郎（元全国一般全国協議会副執行委員長）
遠藤　常夫（

清掃労働組合中央支部委員長
中部全労協事務局長　　　）

沖江　和博（国際政治研究）
海渡　雄一（弁護士）
柿山　　朗（元海員組合全国委員/元外航船船長）
笠原十九司（都留文科大学名誉教授）
片山　夏子（『東京新聞』記者）
加藤　晋介（弁護士）
金澤　　壽（前全国労働組合連絡協議会議長）
金田　茉莉（元戦争孤児の会代表）
鎌倉　孝夫（埼玉大学名誉教授･経済）
鴨　　桃代（全国コミュニティユニオン連合会・元会長）
唐沢　武臣（元国労本部書記長）
河添　　誠
康宗憲

（元首都圏青年ユニオン）
（韓国問題研究所代表）

康成銀
北　　健一

（朝鮮大学校朝鮮問題研究センター長）
（ジャーナリスト）

木田　節子（東日本大震災で被災、福島からの原発避難者）
北川　広和（『日韓分析』編集人）
金　志　永（『朝鮮新報』編集局長）
金　静　寅
金　治　明

（在日本朝鮮人人権協会）
（沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会）

金　東　鶴（在日本朝鮮人人権協会）
木村　辰彦（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック）
木村　英亮（横浜国立大学名誉教授）
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吉良　紀子（
全国一般・全労働者組合
FAユナイテッド分会　）

金野　正晴（自営業）
國枝　孝幸（全厚生闘争団事務局次長）
久保　孝雄（

神奈川県日中友好協会名誉顧問　　　
アジアサイエンスパーク協会名誉会長）

倉沢　愛子（慶應義塾大学名誉教授）
倉林　　誠（国労高崎地本書記長）
栗原　君子（元参議院議員）
黒田　節子（原発いらない福島の女たち）
纐纈　　厚（明治大学特任教授）
國分　富夫（「福島原発被害者相双の会」会長）
古志　　峻（朝鮮問題研究）
古関　彰一（獨協大学名誉教授）
五島真理為（医療カウンセラー）
小林　春彦（元国労千葉地本委員長）
小谷野　毅（全日本建設運輸連帯労組書記長）
近藤　和樹（日本社会主義青年同盟委員長）
在間　秀和（弁護士）
佐久間　誠（

元鉄建公団訴訟原告団
中央協議会事務局長　）

佐々木史朗（全統一労働組合書記長）
佐々木辰夫（アジア近現代史研究）
佐野　通夫（東京純心大学客員教授）
篠原　義仁（弁護士）
清水　早子（

宮古島ピースアクション実行委員会・    
ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会）

下見　徳章（『伝送便』編集委員）
東海林　智（『毎日新聞』記者）
愼　蒼　宇（法政大学教員）
杉原　泰雄（一橋大学名誉教授･憲法）
鈴木　圭子（ＪＡＬ不当解雇撤回裁判原告団事務局次長）
須田　光照（全国一般全国協議会東京東部労組書記長）
須見　正昭（元専修大学教員）
瀬戸　　宏（大阪摂南大学名誉教授）
高井　潔司（元桜美林大学教授）
高里　鈴代（基地と軍隊を許さない女たちの会）
髙嶋　伸欣（琉球大学名誉教授･社会科教育）
高橋　俊次（壊憲NO!  96条改悪反対連絡会議事務局）
高橋　美香（フォト・ジャーナリスト）
高良　鉄美（琉球大学法科大学院名誉教授）
滝野　　忠（『社会通信』発行人）
滝本　　匠（『琉球新報』記者）
武井　美子（女性問題研究･編集者）
竹見智恵子
田中　　宏

（ジャーナリスト）
（一橋大学名誉教授）

田端　博邦（元東京大学社会科学研究所教授）
蔡　萬　洙（韓国・労働社会科学研究所所長）
崔　権　一（元大阪朝鮮高級学校教員）
鄭　栄　桓（明治学院大学教員）
津田　憲一（元神奈川県中学校教員）
土田　宏樹（『伝送便』編集委員）
問山　栄恵（『琉球新報』記者）
徳住　堅治（弁護士）
富山　栄子（国際交流平和フォーラム代表）
鳥井　一平（移住者と連帯する全国ネットワーク代表理事）
永尾　俊彦（ジャーナリスト）
仲井間郁江（『琉球新報』記者）

中島　　浩（元全統一労働組合）
中原　純子（全労協全国一般東京労組フジビグループ分会）
中原　道子（早稲田大学名誉教授）
中村　美彦（元千葉高教組書記長）
棗　　一郎
西浦　昭英

（弁護士）
（

『教えられなかった戦争』シリーズ上映
実行委員会・現辺野古抗議船　　　　）

西崎　雅夫（
「関東大震災朝鮮人虐殺の　
国家責任を問う会」運営委員）

西野瑠美子（ルポルタージュ作家）
二瓶　久勝（元国鉄闘争共闘会議議長）
萩尾　健太（弁護士）
朴　南　仁（在日韓国民主統一連合）
長谷川三郎（部落解放同盟東京都連執行委員長）
疋田　哲也（疋田教諭分限免職処分取消訴訟原告）
日比野敏陽（『京都新聞』記者）
平賀健一郎（元中小労組政策ネットワーク事務局長）
藤本　愛子（国公労連）
藤原　　晃（神奈川県高教組組合員）
白　宗　元（歴史学博士）
白　喆　鉉（韓国・全国労働者政治協会）
外間三枝子（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック共同代表）
星野　良明（元国鉄闘争共闘会議副議長）
堀川　久司（前千葉高教組委員長）
本田　由紀（東京大学大学院教授）
前田　　朗（東京造形大学教授･刑法）
松沢　　弘（反リストラ産経労組委員長）
松村比奈子（首都圏大学非常勤講師組合委員長）
松元　　剛（『琉球新報』記者）
水島　朝穂（早稲田大学教授）
宮川　敏一（元京成電鉄労組書記長）
宮里　邦雄（弁護士）
村田　忠禧（横浜国立大学名誉教授）
村中　哲也（元日本乗員組合連絡会議）
文　泰　勝（朝鮮大学校政経学部教員）
元山仁士郎（

沖縄・北部訓練場のヘリパッド
建設強行に反対する若者有志の会）

安田　和也（第五福竜丸展示館主任学芸員）
安田　幸弘（JCA-NET）
山下　勇男（社会主義理論研究）
山田　　勇（

元全逓東京中郵支部第
一特殊郵便分会書記長）

山本　英夫（フォトグラファー）
柚木　康子（

不当解雇とたたかう日本航
空労働者を「支える」会）

湯本　雅典（ジャーナリスト）
横田　耕一（

九州大学名誉教授・　
流通経済大学特例教授）

吉沢　弘志（反基地活動家）
吉田　康彦（国際問題評論家）
吉田　　裕（一橋大学名誉教授）
吉原　節夫（元『国際労働運動』編集長）
米倉　外昭（『琉球新報』記者）
李　俊　植
李　春　煕

（朝鮮大学校教育学部教授）
（弁護士）

李　東　埼（ジャーナリスト）
李柄輝（朝鮮）
渡辺　厚子（大泉ブラウス裁判原告）
渡辺　　治（一橋大学名誉教授･政治学）

◦最寄りの交通機関　・都営大江戸線「本郷三丁目」駅⑤番出口　徒歩４分。
　　　　　　　　　　　・東京メトロ丸の内線「本郷三丁目」駅②番出口　徒歩５分。

HOWSで学ぼうHOWSで学ぼう
抵抗と変革を志すひとびとへ

 2021年度前期に行なった公開講座● 2021年度後期開講講座

11月３日（水・休）　ロシア十月社会主義革命104周年記念集会
『世界の河は一つの歌をうたう』（監督＝ヨリス・イヴェンス、1₉5₄年、ドイツ民主共和国 ）上映
●11月６日㈯　満州事変勃発から90年
――清算されない歴史を考える
講師＝纐纈　厚（明治大学特任教授）

●11月1₃日㈯　『もうひとつのアフガニスタン
　　　　　　カーブル日記・1985年』（42分）上映

●11月2₄日㈬　コロナ禍のなかの労働運動
――社会を変えるのは労働者だ！
講師＝須田光照（全国一般東京東部労働組合書記長）

●11月2₇日㈯　中野重治『むらぎも』を読む
――第１章～３章　　報告＝受講生
●12月１日㈬　韓国サンケン労組の闘いとの連帯
講師＝大畑龍次（韓国サンケン労働組合を支援する会）　
●12月４日㈯　サンディニスタ革命の歴史と現状
――2021年11月大統領選を終えて 
講師＝クラウディア‐ペレス‐ロペス  ニカラグア臨時代理大使
●12月８日㈬　『日本文学の扉をひらく  第二の扉・

踏み越えた人たちの物語』合評会

2021年度後期講座　11月３日（水・休）～３月26日㈯
平　　日　　PM6：45～９：00
土　　曜　　PM1：00～３：30

本

（略称：ハウズ）
2021年度後期変革のための共学の広場

●2021年度後期（11月～３月・７シリーズ25講座）
◆国境を越える人民連帯の道を探る
◆「新しい資本主義」をはねとばす戦闘的労働運動の前進を！
◆国際的視野を培おう。諸国人民の経験から学ぼう。
◆ソ連崩壊から30年後の現代世界と中国
◆日本の短編小説を読む
◆中野重治『むらぎも』を読む
◆この人にきく

コロナ感染症拡大のため、今期の講座は、
とりあえず20人定員・時間短縮・事前予
約制、マスク着用で行ないます。また急きょ
中止・延期する場合もあり得ますので、参
加希望の方は必ず電話番号をお教えくださ
い。
高齢者・普通より熱が高いなど体調に変化
がある方は参加を遠慮してください。

◉ 重要なお知らせ ◉

●安倍-菅政権から岸田政権に代わったが、本当に変わったか？
　「コロナに打ち勝った証」とされた東京オリンピックは、そ
の収入の約７割を占める放映権料に縛られるＩＯＣが、アメリ
カのテレビ局に配慮して酷暑の夏に強行するなど、商業至上主
義が全面的に露呈した大会でした。さらに、オリンピックは
コロナ第5波を招き、半ば治療放棄された自宅療養者は10 万
人を突破し、大会運営費は過去最大の1兆6440億円まで膨らみ、
国民の大幅な負担増が見込まれています。くり返し宣伝された

「安心・安全」とは程遠いものでした。
　菅政権下のこの1年を振り返れば、「デジタル監視法」、「改
憲手続き法」、反基地運動弾圧を視野に入れた「重要土地規制
法」などの反動法が矢継ぎ早に成立しました。また、辺野古新
基地建設に象徴される、“尖閣有事”を想定した琉球弧の軍事
要塞化がなされ、今秋には陸上自衛隊員10万人参加の過去最
大の軍事演習が実施され、“戦争できる国づくり”は確実に進
んでいます。さらに菅政権は、歴史教科書から「従軍慰安婦」「強
制連行」の文言削除を要求するなど、歴史修正主義を進めまし
た。菅は決して「無為無策」ではなかったのです。
　9年におよぶ安倍-菅政権は、森友・加計学園問題や「桜を
見る会」疑惑を強引に封印し、政権批判できない「空気」でマ
スコミを忖度させ、資本家階級の顔色ばかりを窺う政治を行
なってきました。大々的にぶち上げたアベノミクスも、内部留
保が475兆円に達するなど大企業の収益が増加した一方で勤
労人民の賃金は上がらず、解決策として持ち上げられた「トリ
クルダウン」の効果もなく、500万人以上の失業者（隠れ失
業者含む）と40％を占める非正規労働者の増加など、格差拡
大・貧困の深刻化という深い爪痕を残しました。
　新しく首相となった岸田は、次の１万円札の肖像となる渋沢

栄一を持ち出して公益重視の「新しい資本主義を創る」と謳
いましたが、安倍-菅政権で行なわれてきた資本家階級の推
進する「新自由主義」を化粧直しして推進するだけでしょう。

●わたしたちの未来を創るための行動指針を獲得しよう！
　今期ＨＯＷＳでは、倒壊から30年を迎えるソ連社会主義
の検証、いまや台頭著しい中国の動向や1978年のアフガ
ニスタン四月革命、そして1979年のニカラグアのサンディ
ニスタ革命、現在もつづけられている朝鮮やキューバの社会
主義建設の社会主義の苦闘を、わたしたちはわたしたちの未
来をつくるための指針として学びながら、労働現場や政治参
加の場面での実践に活かしていきたいと考えます。日本社会
の閉そく状況を打ち破るには、インターナショナルで階級的
な視点が不可欠です。そしてその変革には文化・芸術の創造
的活動が協働して追求されるべきです。

●ＨＯＷＳとは？
　2000年に開講したＨＯＷＳは、さまざまなテーマをつう
じて、わたしたちがいかに変革の担い手になりえるのかを追
求してきました。講座に参加する全員で、この社会を根底か
ら変革する思想と文化の創造、その方法をも探求する場の創
造をめざしています。「講師＝教える人」、「受講生＝教えら
れる人」ではなく、ともに討論してゆく場です。１回の講座
で問題がすべて理解でき、解答がえられるわけではありませ
ん。また毎回の講座を通じて、新たな疑問や課題が見つかる
こともあります。問題を多角的、継続的に考えることができ
るのも、ＨＯＷＳ講座の魅力です。あなたもＨＯＷＳ講座に
参加して、この社会を複合的に観る目を培いましょう！

本郷文化フォーラム
ワーカーズスクール




